
１．遺跡の概要

　今回の調査は京都競馬場淀寮増築工事に伴うもので、調査地は淀城の東曲輪跡にあたる。淀城は京の玄関口を押

さえる場所にあり、元和９年（1623）の伏見城廃城に伴って築城が開始され、寛永３年（1626）に完成した。その立地をみ

ると、桂川・宇治川・木津川の３川の合流点に接し、京街道（大坂街道）を城下に取り込むなど、水陸の交通の要衝に位

置している。歴代の淀藩藩主には譜代大名が任ぜられ、松平定綱、永井尚政、石川憲之、松平光煕などが務めた後、

享保８年（1723）に稲葉正知が10万2,000石で藩主となって以後は、明治維新まで稲葉家が治めた。

　淀城の災害の歴史をみると、宝暦６年（1756）に天守が落雷により焼失、慶応４年（1868）には鳥羽・伏見の戦いで、淀

城下の大半と城の一部が焼失するなどの火災とともに、その立地から洪水による被害も繰り返し受けている。

２．調査成果

第２面（18世紀中頃～後半）

　現地表下約1.4mで検出した江戸時代後期の遺構面（生活面）である。４棟の礎石建物を検出した。

　建物１は東西約８ｍ・南北約12ｍの式台玄関を備えた建物である。建物２は東西約12m・南北約７ｍで、東・西・南辺は

縁になる。東・南の縁下とその外側には三和土があり、このうち南の三和土には小石を散りばめた化粧が施される。建

物３は東西約８ｍ、南北４ｍ以上で、礎石の大きさは建物１・２に比べ小さい。これらの建物の礎石の間隔は約２m（京間

１間）と約１ｍ（京間半間）を基本とする。建物４は他の建物と違い石垣の上に建てられている。石垣の規模は東西８m、

南北約8.5ｍ以上、高さ約0.6ｍである。礎石やその抜き取り跡は検出していない。この石垣の周辺からは多量の瓦が出

土しており、石垣は瓦葺の建物（蔵）の基礎部と考えられる。

第１面（18世紀末～1868年）

　現地表下約0.7mで検出した江戸時代後期から幕末の遺構面（生活面）である。第２面の遺構面の上に砂を約0.7ｍ盛

り上げ、嵩上げを行い遺構面を形成している。礎石建物は３棟を検出した。これらの建物は、礎石や遺構面が被熱によ

り赤く変色していることや、出土した土器の年代などから、鳥羽・伏見の戦いの際の火災により焼失したことが分かる。

　建物５は後世の攪乱によりほとんどの礎石が失われており、建物東辺となる礎石列のみを検出した。但し、石垣43・88

の存在から建物の西辺が分かり、建物１とほぼ同じ規模で玄関を持つ建物と考えることが出来る。建物６は東西約12m・

南北約８ｍで、建物の東・南辺は縁になる。縁を除くと建物規模は第２面の建物２と同規模である。建物７は東西約８ｍ・

南北５ｍ以上である。これらの建物の礎石の間隔は約２m（京間１間）とを基本とする。第２面で検出した建物１～３の建

物規模と礎石の位置がほとんど同じであることから、第1面では第２面と配置をそのままに同じ建物を解体・再建したと考

えられる。また、第1面で検出した建物５・６の礎石のなかには、蝋燭基礎という軟弱地盤に対応した工法が採用された

ものがあり、蠟燭基礎の根石には第２面の礎石が利用されている。

３．まとめ

　調査地は、江戸前期の絵図では家老の永井権右衛門の屋敷、江戸中期の絵図では家老の八太三左衛門の屋敷と

なっており、代々淀藩の家老屋敷の一画であったことが分かる。幕末の絵図はないが、八太監物（2,500石）が家老職に

あることからその屋敷であったと思われる。第１・２面で検出した建物１・５の西側突出部は、本丸側に開口する正面玄関

を備える建物で、これに続く建物２・６は来客をもてなす接客施設になると考えられる。淀城の調査で家臣の屋敷跡を明瞭

に検出したのは今回が初めてであり、さらに18世紀中頃の家老屋敷の建物構成が判明した事例は全国的にみても少なく、

その実態を知る上で貴重な調査成果となった。

　蠟燭基礎という工法は、18世紀代に軟弱地盤に対応するために生まれるが、その形態はさまざまである。今回検出した石

柱を立てる型式は関西にはなく、江戸周辺や下総国などに多くみられる。稲葉家は、淀藩の藩主となる前は下総国佐倉藩

の藩主であり、その関係が推測できる。18世紀末の蠟燭基礎を取り入れた嵩上げ工事を行った背景としては、安永３年（

1774）の大洪水による城下水没という災害などがあったことが考えられる。当地における防災史を考える上でも重要な調査

成果となった。
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時　　期 記　　　　事 藩主

松平

永井

石川

松平

稲葉

元和９年（1623）

寛永２年（1625）

寛永３年（1626）

寛永10年（1633）

寛永14年（1637）

寛文９年（1669）

宝永８年（1711）

享保６年（1721）

享保８年（1723）

享保13年（1728）

宝暦６年（1756）

安永３年（1774）

慶応４年（1868）

明治２年（1869）

明治４年（1871）

伏見城の廃城に伴い淀城の築城開始。松平定綱、遠江掛川藩より転封、藩主になる（３万５千石）。

第３回朝鮮通信使が淀を通過。

徳川秀忠・家光が淀城を訪れる。このころ淀城本丸・二の丸が完成。

永井尚政、下総古河藩より転封、藩主になる（10万石）。

永井尚政、木津川の付け替えと城下町の拡張工事を行う。寛永15年まで。

石川憲之、伊勢亀山藩より転封、藩主になる（６万石）。

松平光煕、美濃加納藩より転封、藩主になる（６万石）。

洪水により淀城二ノ丸などが浸水。藩主は城下の被災者に朝夕の食料を支給。

稲葉正知、下総佐倉藩より転封、藩主になる（10万２千石）。

七月、洪水が起きる、淀城は矢狭間から浸水。八月、洪水により淀の町は六尺（約1.8m）まで浸水。

落雷により淀城天守が焼失。

洪水により淀の町中が水没、大風で淀城の稽古所など大破。幕府は淀藩主に修理費用金五千両を貸与。

鳥羽・伏見の戦いで家臣屋敷・城下町など焼失。

稲葉正邦、淀藩知事に就任。

廃藩置県により淀藩廃止、淀県が置かれる。
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図１　淀城城下町復元図と調査地点 （１ ： 6,000）
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第１面（18世紀末～1868年）

第２面（18世紀中頃～後半）
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図２　調査区遺構配置図（１：200） 図７　調査区東半第１面全景（北西から）

図５　調査区東半第２面全景（北西から）

図３　調査区西半第２面全景（北西から）

図８　火災により焼け落ちた壁
（南から）

図４　蝋燭基礎（西から）

図６　小石を散りばめた三和土
（東から）
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